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「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)の利用条件 

「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)（以下「作

題ガイドライン(Ver. 2)」と呼ぶ）は，次の条件で利用することができる． 

1. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題を用いる場合は，問題冊子に以

下の説明を明記する．

この試験は，独立行政法人大学入試センター研究開発部(2019)が開発した「言

語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)に基づい

て，本学が作成したものです．

2. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した試験の問題冊子を，試験実施後に下

記の連絡先に 2 セット送付する．

〒153-8501 東京都目黒区駒場 2-19-23 
独立行政法人大学入試センター 研究開発部 椎名久美子

E-mail: guideline@rd.dnc.ac.jp

3. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題に関する成果を論文や学会発

表等として公表する場合は，参考文献として，次の文献を引用する．

大学入試センター研究開発部(編)(2019).「言語運用力・数理分析力」試験の枠

組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)，平成 28–30 年度理事長裁量経費研究「大

学での学修に必要な基本的能力の評価方法に関する研究」報告書，pp. 127–172. 

「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)の利用条件 

「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)（以下「作

題ガイドライン(Ver. 2)」と呼ぶ）は，次の条件で利用することができる． 

1. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題を用いる場合は，問題冊子に以

下の説明を明記する．

この試験は，独立行政法人大学入試センター研究開発部(2019)が開発した「言

語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)に基づい

て，本学が作成したものです．

2. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した試験の問題冊子を，試験実施後に下

記の連絡先に 2 セット送付する．

〒153-8501 東京都目黒区駒場 2-19-23 
独立行政法人大学入試センター 研究開発部 椎名久美子

E-mail: guideline@rd.dnc.ac.jp

3. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題に関する成果を論文や学会発

表等として公表する場合は，参考文献として，次の文献を引用する．

大学入試センター研究開発部(編)(2019).「言語運用力・数理分析力」試験の枠

組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)，平成 28–30 年度理事長裁量経費研究「大

学での学修に必要な基本的学力の評価方法に関する研究」報告書，pp.　127–172. 
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「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)の利用条件 

「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)（以下「作

題ガイドライン(Ver. 2)」と呼ぶ）は，次の条件で利用することができる． 

1. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題を用いる場合は，問題冊子に以

下の説明を明記する．

この試験は，独立行政法人大学入試センター研究開発部(2019)が開発した「言

語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)に基づい

て，本学が作成したものです．

2. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した試験の問題冊子を，試験実施後に下

記の連絡先に 2 セット送付する．

〒153-8501 東京都目黒区駒場 2-19-23 
独立行政法人大学入試センター 研究開発部 椎名久美子

E-mail: guideline@rd.dnc.ac.jp

3. 作題ガイドライン(Ver. 2)に基づいて作成した問題に関する成果を論文や学会発

表等として公表する場合は，参考文献として，次の文献を引用する．

大学入試センター研究開発部(編)(2019).「言語運用力・数理分析力」試験の枠

組みおよび作題ガイドライン(Ver. 2)，平成 28–30 年度理事長裁量経費研究「大

学での学修に必要な基本的能力の評価方法に関する研究」報告書，pp. 127–172. 

1. 試験の目的および枠組み

大学での学びは，入学までに学んだ教科・科目を基盤とした上で，新たな問題を自ら発

見したり，既有の知識だけでは解決できない問題に取り組んだり，等の主体的なスタイル

で行われる．そのため，大学でどの分野を学ぶ場合でも，様々な情報源から新しい知識を

吸収してその本質を把握する能力や，具体的な出来事から共通点や矛盾点を見いだして論

理的に考える能力が必要となる． 

「言語運用力」とは，新しい知識を吸収して咀嚼したり，集めた情報を整理して論理的

に考えたり等の，主体的な学びの場面において必要とされる能力である．「数理分析力」と

は，大学で学ぶ分野にかかわらず普遍的に必要となる数理的・計量的な考え方や方法論を

理解し適用する能力である． 

このような能力は，高校までの教科・科目の学習を通じても身につく能力であり，いか

なる分野を学ぶ上でも必要となる基本的能力である．この基本的能力は，教科・科目別の

試験でも測定可能であるが，入試区分の多様化が進む中で，高校までに教科・科目が異な

る状況であっても，この「言語運用力・数理分析力」試験により，選択科目による有利・

不利が生じないように測ることができる． 

「言語運用力・数理分析力」試験は，AO 入試や推薦入試での活用を想定しているが，大

学入学者の能力把握のためにも使用可能であろう． 
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2. 問題の分野

2.1 言語運用力

(1) 目的

「言語運用力」の試験の目的は，新しい知識を吸収して咀嚼したり，集めた情報を整理

して論理的に考えたり，等の主体的な学びの場面において必要とされる言語運用力を測定

することである．

(2) 定義

「言語運用力」とは，文章から必要な情報を読み取り，その情報を運用して知的活動に

結びつける能力のことである．ここでの文章とは，日本語または英語で書かれた言葉のま

とまりを指す．会話や談話などが文字として提示されたものも，文章の一種であり，そこ

から情報を得ることも，広い意味での「読む」能力の一つである． 

(3) 測ろうとする能力

大学での学びは，文章を批判的に読んで自分の意見を構築したり，新たな問題を自ら発

見したり，既存の知識だけでは解決できない問題に取り組んだり，等の主体的なスタイル

で行われる．このような学びに適応するのに必要な能力として，単なる言語知識の有無で

はなく，次のような能力を「言語運用力」の試験で測定する．

L1 ：情報の把握 文章内の情報を正しく読み取る能力 
L2 ：内容の理解 文章の内容の理解や解釈を行う能力 
L3 ：推論と推察 内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力 

（L1 の解説）文章は利用する場面や目的によって表現形式が異なったり，日本語や英語な

どの使用言語が異なったりする．特に大学での学びに要求されるのは，多様な文章につい

て，その種類や読み手の目的に応じて，内容を適切に把握するための読みである．文章全

体の論旨をくみ取る必要がある場合と，細かい点まで正確に把握する必要がある場合では，

文章の読み方が違ってくるが，把握するべき情報に応じた読み方（「読みの方略」）も，言

語運用力として求められる．

（L2 の解説）主体的な読みで求められるのは，個々の単語や熟語の意味・用法を局所的に

理解することよりも，文章に提示された諸情報の相互の関係を把握し，文章の内容を理解・

解釈することである．文章で提示された事実やルールを特定のケースに適用する，書き手・

話し手の主張や文章全体の論旨をつかむ，会話の文脈をくみ取るなどさまざまな状況が考

えられる．このように文章から把握した情報を理解・解釈して実践的な知的活動に結びつ

けることが大学での学びには求められる．

（L3 の解説）文章から得られた情報を問題点の発見や問題解決に生かすためには，文章で

提示された事実から導かれる事柄を推測したり，書き手の主張と自分の意見との相違点を

評価したり，足りない情報が何かを検出したりする必要がある．文章の内容を正確に理解・

解釈した上で，文章には書かれていない自分の判断を加えて，次に行う具体的な行動を決

定するための材料とする．このような能力も言語運用力の視野の範疇である．
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（L1 の解説）文章は利用する場面や目的によって表現形式が異なったり，日本語や英語な

どの使用言語が異なったりする．特に大学での学びに要求されるのは，多様な文章につい

て，その種類や読み手の目的に応じて，内容を適切に把握するための読みである．文章全

体の論旨をくみ取る必要がある場合と，細かい点まで正確に把握する必要がある場合では，

文章の読み方が違ってくるが，把握するべき情報に応じた読み方（「読みの方略」）も，言

語運用力として求められる．

（L2 の解説）主体的な読みで求められるのは，個々の単語や熟語の意味・用法を局所的に

理解することよりも，文章に提示された諸情報の相互の関係を把握し，文章の内容を理解・

解釈することである．文章で提示された事実やルールを特定のケースに適用する，書き手・

話し手の主張や文章全体の論旨をつかむ，会話の文脈をくみ取るなどさまざまな状況が考

えられる．このように文章から把握した情報を理解・解釈して実践的な知的活動に結びつ

けることが大学での学びには求められる．

（L3 の解説）文章から得られた情報を問題点の発見や問題解決に生かすためには，文章で

提示された事実から導かれる事柄を推測したり，書き手の主張と自分の意見との相違点を

評価したり，足りない情報が何かを検出したりする必要がある．文章の内容を正確に理解・

解釈した上で，文章には書かれていない自分の判断を加えて，次に行う具体的な行動を決

定するための材料とする．このような能力も言語運用力の視野の範疇である．

(4) 問題の特徴

問題の中で提示される文章は，日本語または英語で書かれたものが用いられる．国語と

英語以外の知識や，大学で学ぶような知識を扱う問題も出題される可能性があるが，説明

を読めば解けるように作成されている．解答するのに必要な情報は，問題の中で与えられ

るが，一般常識や義務教育段階までの知識は，習得していることを前提として作成されて

いる．
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2.2 数理分析力 
(1) 目的

「数理分析力」の試験の目的は，大学での様々な分野の学習において，分野に拘らず普

遍的に必要と考えられる数理的・計量的な考え方や方法論を理解し適用する能力を，どの

程度有しているかを測定することである．

(2) 定義

「数理分析力」とは，日常生活や様々な学問分野における現象や問題を定量的に把握し，

その本質を抽出・抽象化し，帰納的・演繹的に考察を行って現象の把握や問題の解決を行

うという一連の能力である．

(3) 測ろうとする能力

近年の知識創造化社会・情報化社会においては，数や図形・表についての情報把握，お

よびそれに基づく帰納的・演繹的推論などの技能（スキル）や方法論の習得は不可欠なも

のとなっている．特に，複雑で大規模なデータからの情報抽出の方法や，データに基づく

推論・問題解決が重要である．このことを踏まえ，「数理分析力」の試験で測ろうとする能

力は，次のようなものとする．

M1：数理的な表現･原理の理解 
数理的・計量的な方法に関わる基本的な表現，公式･原理についての知識と理解の

能力

M2：ルール･法則性の理解と適用 
種々の現象・問題に関わるルールや法則性についての理解とその適用の能力

M3：資料からの情報抽出･分析 
種々の資料からの情報の抽出やそれに基づく分析に関する知識と理解の能力

M4：帰納的･演繹的推論の適用 
帰納的・演繹的に推論を行い，種々の現象･問題を把握・解決する能力

(4) 問題の特徴

解答するのに必要な情報は，問題の中で与えられる．ただし，義務教育段階までの知識

は，習得していることを前提として作成されている．高校での必履修科目以外の内容や，

大学で学ぶような知識を扱った問題も出題される可能性があるが，問題中で提示される文

章や資料（表，グラフ，図，写真，史料，プログラム，流れ図など）の説明を読めば解け

るように作成されている．
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は，習得していることを前提として作成されている．高校での必履修科目以外の内容や，

大学で学ぶような知識を扱った問題も出題される可能性があるが，問題中で提示される文

章や資料（表，グラフ，図，写真，史料，プログラム，流れ図など）の説明を読めば解け

るように作成されている．

3. 問題作成のガイドライン

本節は，「言語運用力」「数理分析力」の問題を作成する際の一般的な枠組みをまとめた

ものであり，試験問題を作成する立場にある人が読むことを想定している．入学後の学修

に必要な能力として特に重視する点や入学後に学ぶ分野など，各大学が測りたいものに応

じて，問題の難度や内容を調整することが求められる．

3.1 言語運用力 
3.1.1 問題作成の基本方針 

テキスト 注）から情報を読み取って理解し，それをもとに考える能力（詳細は 2.1 節参照）

を問う．そのためには，解答するのに必要な情報が問題の中に含まれている状態を作る必

要がある．

※ 義務教育段階までの知識は前提としてよい．

※ 次のような出題は避ける．

 特定の選択科目の履修を前提とした出題

 大学で学ぶような知識を前提とした出題

 特別な経験を前提とした出題

ただし，テキストを読んで出題内容の理解や推測が可能であれば，出題してよい．

※ 読み手の価値観や道徳観で判断が分かれるような内容は避ける．

注）3.1 節では，図 1 に示す「文章」と「発話」の両方を指す語として「テキスト」を用い

る．2.1 節では，受検者を含む幅広い読者が 2.1 節を読むことを想定して，「テキスト」

の代わりに読者になじみのある「文章」という語を用いて説明した．

図 1：用語間の関係のイメージ 

3.1.2 能力の問い方 
以下は，L1～L3 の能力の問い方の例である．これらはあくまで例であり，これらに限ら

ず，学部や学科の特徴に応じて様々な問い方を工夫するのが望ましい．

(1) L1 ：情報の把握【文章内の情報を正しく読み取る能力】

＜問い方の例＞

 テキストで述べられた事実と合致する／しないものを選択枝から選ぶ（詳細まで正確

に把握する）．

 テキストで述べられた事実と合致する／しないものを選択枝から選ぶ（テキスト全体

を把握する）．

用語間の関係のイメージ： テキスト｛文章，発話｝⇒ 読む（テキストから情報を得る） 
テキスト…文章または発話

文章…一定の意味を有する書かれた言葉のまとまり

発話…一定の意味を有する発音された言葉のまとまり
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※ テキストを読まなくても一般常識や知識でそれぞれの選択枝の正誤が判断できるもの

は避ける．例えば，すべての選択枝を内容的に正しいものにして，テキストを読まな

いと正誤の判断がつかないようにするなどの工夫が考えられる．

(2) L2 ：内容の理解【文章の内容の理解や解釈を行う能力】

＜問い方の例＞

 テキストで述べられた手順やルールをある状況に適用した結果を選択枝から選ぶ．

 テキスト全体の論旨と合致する／しないものを選択枝から選ぶ．

 テキストの説明に対応する具体例を選択枝から選ぶ．

(3) L3 ：推論と推察【内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力】

＜問い方の例＞

 テキストから読み取った内容に基づき，推測できること／できないことを選択枝から

選ぶ．

 テキストの主張を補強するのに役立つ事項を選択枝から選ぶ．

3.1.3 問題の構成要素 
問題の構成要素としては，「素材」「問いかけ文」「選択枝」の 3 つが挙げられる．「素材」

に相当する内容を「選択枝」が担う場合がある．それぞれについて，留意点と共に説明す

る．

(1) 素材

 「素材」は，解答に必要な情報を含むテキストと，テキストに付随する情報を示す資

料を指す総称である．図 2 に素材の概念図を示す．

 テキストは，受検者が読んで理解することで，「問いかけ文」（後述）に対する解答を

得られるものでなくてはならない．

 資料とは，テキストを理解する助けとなる図表，グラフ，写真等を指す．資料は必須

ではない．

※ テキストを読まずに資料だけを見て解けるような素材は避ける．

※ 素材に英語が含まれてもよい．

素 材

テキスト

（ 資料：図表／グラフ／写真／その他 ）

図 2：素材の概念図 
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※ テキストを読まなくても一般常識や知識でそれぞれの選択枝の正誤が判断できるもの

は避ける．例えば，すべての選択枝を内容的に正しいものにして，テキストを読まな

いと正誤の判断がつかないようにするなどの工夫が考えられる．

(2) L2 ：内容の理解【文章の内容の理解や解釈を行う能力】

＜問い方の例＞

 テキストで述べられた手順やルールをある状況に適用した結果を選択枝から選ぶ．

 テキスト全体の論旨と合致する／しないものを選択枝から選ぶ．

 テキストの説明に対応する具体例を選択枝から選ぶ．

(3) L3 ：推論と推察【内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力】

＜問い方の例＞

 テキストから読み取った内容に基づき，推測できること／できないことを選択枝から

選ぶ．

 テキストの主張を補強するのに役立つ事項を選択枝から選ぶ．

3.1.3 問題の構成要素 
問題の構成要素としては，「素材」「問いかけ文」「選択枝」の 3 つが挙げられる．「素材」

に相当する内容を「選択枝」が担う場合がある．それぞれについて，留意点と共に説明す

る．

(1) 素材

 「素材」は，解答に必要な情報を含むテキストと，テキストに付随する情報を示す資

料を指す総称である．図 2 に素材の概念図を示す．

 テキストは，受検者が読んで理解することで，「問いかけ文」（後述）に対する解答を

得られるものでなくてはならない．

 資料とは，テキストを理解する助けとなる図表，グラフ，写真等を指す．資料は必須

ではない．

※ テキストを読まずに資料だけを見て解けるような素材は避ける．

※ 素材に英語が含まれてもよい．

素 材

テキスト

（ 資料：図表／グラフ／写真／その他 ）

図 2：素材の概念図 

① 素材の種類

素材の種類の例を次に示す．これらの例に限らず，学部や学科の特徴を考慮して，大学

での学びに繋がるような素材で L1～L3 の能力を問うことができるものを用いてよい． 
 論説：筆者の主張を論理的な流れに沿って理解する必要があるもの．

 解説：物事について，客観的に説明しているもの．取扱説明書や手順の説明書も含ま

れる．

 対話：複数の登場人物の会話から構成され，応答が行われるもの．インタビューや座

談会など．話者達の間での会話の流れを理解すると共に，会話から情報を抽出するこ

とを求めるもの．

 談話：単独の人が読み手に向けて語っているもの．講演や独白など．会話のやりとり

が行われていないという意味で，手紙や留守電のメッセージはこちらに含まれる．

② 素材を選ぶ際に考慮すべき事項

素材の中のテキストを読んだ受検者に対して L1～L3 の能力を問うという観点から素材

を選ぶ．素材を選ぶ際の観点の例を次に示す．

 「問いかけ文」（後述）に対する解答を導くことができるテキストであるか（L1～L3）．
 事実の説明が客観的に述べられているか（L1）．
 テキスト全体の論理構成が明確であるか（L2, L3）．
これらの他にも，測ろうとする能力を測るのにふさわしいテキストを作題者の視点で選ん

でよい．

素材の読みやすさ，分量，内容を検討する際の観点の例を次に示す．

 受検者が途中で諦めずに読み通せるレベルの読みやすさであるか．

 受検者が解答時間内に読み終わる分量であるか（以下は目安の例）．

 短文：1 段落程度（5 文程度まで）．対話の場合は 2 往復程度．

 長文：問題冊子の 1 頁程度．「問いかけ文」を含めて見開き 2 頁程度．

 入学後の学びを受検者に意識させる内容が含まれるか．

(2) 問いかけ文

 「問いかけ文」は，次の(a)～(c)のうち 1 つ以上の機能を持つ文の総称である．これら

の機能を持つ「問いかけ文」を適宜組み合わせて，問題の構成要素とする．

(a) 形式に関する説明：素材の構成，設問数，選択枝の数や選択枝番号の範囲を示す．

(b) 素材の内容に関する説明：素材に含まれるテキストを読む際の前提を示す．

(c) 答え方に関する説明：何をどのように（解答選択枝の個数，複数の選択枝を組合

せる際の順序や重複についての指示を含む）答えればよいかを示す．

※ 機能(c)を持つ「問いかけ文」と「選択枝」（後述）の対応を「設問」と呼ぶ．

※ 受検者に題意（何を問われているのか）が明確に伝わるようにする．

※ 受検者によって題意が何通りにも解釈されないようにする．
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 機能(a)を持つ「問いかけ文」の例

 次の文章を読み，下の問 1～問 3 に答えよ．

 次の文章とグラフを手がかりにして，下の問いに答えよ．

 次の①～⑥の選択枝は，本文中の空欄に入る接続詞の候補である．

 機能(b)を持つ「問いかけ文」の例

 ｛下／次｝の｛文章｝｛および 図表／グラフ｝は，〇〇に関する｛説明／会話｝

である．

 次の会話は〇〇の場面で△△について A さんと B さんが議論した際の会話である． 

 機能(c)を持つ「問いかけ文」の例

 〇〇として，本文で述べられた内容に合致するものを二つ選べ．

 〇〇として，｛最も適切なものを／間違っているものを｝一つ選べ．

 文中で述べられている主張と対立する意見はどれか．

 (ア)と(イ)の文がどちらも正しいときに，(ウ)と主張できるのものはどれか．

 次の 4 つの出来事を下の文章で述べられた順に並べた時に，2 番目と 4 番目に入る

ものの組合せを答えよ．

 ただし，解答の順序は問わない．（複数の解答選択枝を答えさせる場合）

 同じものを繰り返し選んでもかまわない．（複数の解答欄に関して）

 (a)～(c)のうち複数の機能を持つ「問いかけ文」の例

 △△△について述べた次の文章を読んで，下の問1～問3に答えよ．（機能(a)と(b)）
 文章の記述と合致するものを，｛下／次｝の①～⑤のうちから二つ選べ．ただし，

解答の順序は問わない．（機能(a)と(c)）

(3) 選択枝

 「選択枝」は，正答の候補の総称である．

 1 つの設問（空欄）に対する選択枝の個数は，原則として 4～9 個とする（選択枝番号

は 1 から始めて最大 9）．
 複数の空欄に共通する選択枝群を設ける場合は，原則として最大 16 個とする（選択枝

番号は 1～9, 0 の他に a～f を用いる）．

 「選択枝」は「素材」を兼ねることが出来る．（選択枝を読んで理解すること自体が素

材となる場合）

※ 選択枝の見た目（特定の選択枝が極端に長い／短い，特定の選択枝の語尾だけが他と

異なる等）だけで正誤を判定できないようにする．

※ それぞれの選択枝が何通りにも解釈されないようにする．

※ 正答選択枝の一意性が保証される（正答選択枝が誤答になる恐れがないこと．誤答選

択枝が正答になる恐れがないこと．正答選択枝が作題者の意図通りに必ず存在するこ

と）ようにする．
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 機能(a)を持つ「問いかけ文」の例

 次の文章を読み，下の問 1～問 3 に答えよ．

 次の文章とグラフを手がかりにして，下の問いに答えよ．

 次の①～⑥の選択枝は，本文中の空欄に入る接続詞の候補である．

 機能(b)を持つ「問いかけ文」の例

 ｛下／次｝の｛文章｝｛および 図表／グラフ｝は，〇〇に関する｛説明／会話｝

である．

 次の会話は〇〇の場面で△△について A さんと B さんが議論した際の会話である． 

 機能(c)を持つ「問いかけ文」の例

 〇〇として，本文で述べられた内容に合致するものを二つ選べ．

 〇〇として，｛最も適切なものを／間違っているものを｝一つ選べ．

 文中で述べられている主張と対立する意見はどれか．

 (ア)と(イ)の文がどちらも正しいときに，(ウ)と主張できるのものはどれか．

 次の 4 つの出来事を下の文章で述べられた順に並べた時に，2 番目と 4 番目に入る

ものの組合せを答えよ．

 ただし，解答の順序は問わない．（複数の解答選択枝を答えさせる場合）

 同じものを繰り返し選んでもかまわない．（複数の解答欄に関して）

 (a)～(c)のうち複数の機能を持つ「問いかけ文」の例

 △△△について述べた次の文章を読んで，下の問1～問3に答えよ．（機能(a)と(b)）
 文章の記述と合致するものを，｛下／次｝の①～⑤のうちから二つ選べ．ただし，

解答の順序は問わない．（機能(a)と(c)）

(3) 選択枝

 「選択枝」は，正答の候補の総称である．

 1 つの設問（空欄）に対する選択枝の個数は，原則として 4～9 個とする（選択枝番号

は 1 から始めて最大 9）．
 複数の空欄に共通する選択枝群を設ける場合は，原則として最大 16 個とする（選択枝

番号は 1～9, 0 の他に a～f を用いる）．

 「選択枝」は「素材」を兼ねることが出来る．（選択枝を読んで理解すること自体が素

材となる場合）

※ 選択枝の見た目（特定の選択枝が極端に長い／短い，特定の選択枝の語尾だけが他と

異なる等）だけで正誤を判定できないようにする．

※ それぞれの選択枝が何通りにも解釈されないようにする．

※ 正答選択枝の一意性が保証される（正答選択枝が誤答になる恐れがないこと．誤答選

択枝が正答になる恐れがないこと．正答選択枝が作題者の意図通りに必ず存在するこ

と）ようにする．

3.1.4 問題の構成要素の組合せ方 
(1) 構成要素を組合せる際の条件

 「素材」「問いかけ文」「選択枝」は必須である．ただし，「選択枝」は「素材」を兼ね

ることができる．

 問題の冒頭には，機能(a)（形式に関する説明）を持つ「問いかけ文」が必須であ

る．

 機能(b)（素材の内容に関する説明）を持つ「問いかけ文」は必須ではないが，「素

材」に含まれるテキストを読む前提を示したほうがよい場合に用いる．

 「素材」の中に，図表，グラフ，写真，資料が含まれる場合は，「問いかけ文」や

「素材」の中のテキストで説明を加える．

 問題には，1 つ以上の「設問」が必須である．ここでの「設問」とは，機能(c) （答え

方に関する説明）を持つ「問いかけ文」と「選択枝」の対応を指す．

 各「設問」には，1 つ以上のラベル（L1～L3）を付けておく．ラベルは，冊子の

構成のバランスを検討する際の手がかりとなる（3.3.2 節参照）．

(2) 構成要素の組合せ方の基本形

構成要素の組合せの基本形は，必須である「問いかけ文」「素材」「選択枝」を 1 つずつ

含むものである．図 3 に基本形の模式図を示す． 

※ 「選択枝」が「素材」を兼ねる場合は，外見上の構成要素は「問いかけ文」と「選択

枝」だけになる．

図 3：基本形の模式図（具体例は 3.1.6 節の[例 1]） 

(3) 基本形の応用

① すべての設問に共通する「素材」を用いた組合せ

図 4 に基本形の応用①の模式図を示す．冒頭の「問いかけ文」に続いて，すべての設問

に共通する「素材」が提示された後，設問（「問いかけ文」と「選択枝」の対応）が複数提

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

選択枝（必須）

素材（必須）

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

設問
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示される．個別の設問に，必要に応じて「素材」を追加することができる．

※ すべての設問に共通する「素材」が含まれる問題の作題プロセスとして，2 つの例を以

下に挙げる．（注：これら以外の作題プロセスを否定するものではない．）

 あるテーマに基づく「素材」から着想を得て，複数の設問を作成する．

 複数の設問を作成した後で，各設問に共通する内容を抽出して冒頭部の「素材」

とする．

図 4：基本形の応用①の模式図（具体例は 3.1.6 節の[例 2]と[例 3]） 

② 複数の「設問」で共通する「選択枝」を用いた組合せ

図 5 に基本形の応用②の模式図を示す．冒頭の「問いかけ文」に続いて，「素材」の中に

複数の空欄が設定される．「選択枝」は，複数の空欄に対して共通に設定される．「素材」

の中の空欄と「選択枝」の対応を「設問」とみなすことが出来る．

すべての設問に共通する問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 

すべての設問に共通する素材（必須）

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

素材

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

選択枝（必須）

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

選択枝（必須）

設問

設問
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示される．個別の設問に，必要に応じて「素材」を追加することができる．

※ すべての設問に共通する「素材」が含まれる問題の作題プロセスとして，2 つの例を以

下に挙げる．（注：これら以外の作題プロセスを否定するものではない．）

 あるテーマに基づく「素材」から着想を得て，複数の設問を作成する．

 複数の設問を作成した後で，各設問に共通する内容を抽出して冒頭部の「素材」

とする．

図 4：基本形の応用①の模式図（具体例は 3.1.6 節の[例 2]と[例 3]） 

② 複数の「設問」で共通する「選択枝」を用いた組合せ

図 5 に基本形の応用②の模式図を示す．冒頭の「問いかけ文」に続いて，「素材」の中に

複数の空欄が設定される．「選択枝」は，複数の空欄に対して共通に設定される．「素材」

の中の空欄と「選択枝」の対応を「設問」とみなすことが出来る．

すべての設問に共通する問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 

すべての設問に共通する素材（必須）

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

素材

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

選択枝（必須）

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

選択枝（必須）

設問

設問

図 5：基本形の応用②の模式図（具体例は 3.1.6 節の[例 4]） 

3.1.5 問題冊子の構成について 
 3.1.4 節(1)の条件を満たすように作成した問題を組み合わせて，問題冊子を構成する． 
 問題数は，解答時間内に想定する受検者が解き終わる分量を目安とする．

 入学後の学修に必要な能力として特に重視する点や入学後に学ぶ分野などを考慮して，

次のような観点から冊子全体の構成を考える．

 能力のラベル（L1～L3）：バランスを重視するか／特定のラベルを重視するか．

 素材の種類：多様な種類の素材を用いるか／特定の種類の素材を多用するか．

 素材中のテキストの分量：長短を混在させるか／特定の長さのテキストを多用する

か．

 英語を含む素材をどれくらい用いるか．

素材（必須）

テキスト

（図表，グラフ，写真，資料）

……    ……     ……       … 

問いかけ文：

機能(a) 形式に関する説明（必須） 
機能(b) 素材の内容に関する説明 
機能(c) 答え方に関する説明（必須） 

空欄

選択枝（必須）

空欄空欄
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3.1.6 例題集 
表 1 は，3.1.4 節で示した構成要素の組合せ方の基本形および応用①②の形式を持つ例題

の一覧である．各例題には，測ろうとする能力や素材の種類についての解説を付す．

表 1：例題の一覧 
構成要素の組合せ方 問題の内容 ラベル

[例 1] 基本形

 選択枝が素材を兼ねる例

(a)と(b)のどちらも正しい時に，(c)
と主張できるものを選ぶ．

L3 

[例 2] 基本形の応用①

 複数の設問に共通する素材が

提示される例

問 1, 問 2: 対話と地図から，施設

の位置を読み取る．

問 3: 各施設の位置を把握して，施

設間の距離を考える．

L1 

L2 

[例 3] 基本形の応用①

 複数の設問に共通する素材が

提示され，一部の設問で素材

が追加される例

問 1，問 2: 本文で述べられた情報

と合致する選択枝を選ぶ．

問 3: 追加された現象を説明する

ための知識として，本文の内容以

外に必要なものを選ぶ．

L1 

L3 

[例 4] 基本形の応用②

 素材の中に複数の空欄が設定

され，それらに共通する選択

枝が設定される例

素材に含まれる情報を総合的に理

解して，空欄に入る数字を考える．  

L2 

140



3.1.6 例題集 
表 1 は，3.1.4 節で示した構成要素の組合せ方の基本形および応用①②の形式を持つ例題

の一覧である．各例題には，測ろうとする能力や素材の種類についての解説を付す．

表 1：例題の一覧 
構成要素の組合せ方 問題の内容 ラベル

[例 1] 基本形

 選択枝が素材を兼ねる例

(a)と(b)のどちらも正しい時に，(c)
と主張できるものを選ぶ．

L3 

[例 2] 基本形の応用①

 複数の設問に共通する素材が

提示される例

問 1, 問 2: 対話と地図から，施設

の位置を読み取る．

問 3: 各施設の位置を把握して，施

設間の距離を考える．

L1 

L2 

[例 3] 基本形の応用①

 複数の設問に共通する素材が

提示され，一部の設問で素材

が追加される例

問 1，問 2: 本文で述べられた情報

と合致する選択枝を選ぶ．

問 3: 追加された現象を説明する

ための知識として，本文の内容以

外に必要なものを選ぶ．

L1 

L3 

[例 4] 基本形の応用②

 素材の中に複数の空欄が設定

され，それらに共通する選択

枝が設定される例

素材に含まれる情報を総合的に理

解して，空欄に入る数字を考える．  

L2 

[例 1 ] 
【問題の形式】構成要素の組合せの基本形

 必須である「問いかけ文」「素材」「選択枝」を 1 つずつ組合せた基本形．

 「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(c) （答え方に関する説明）

を持つ．

 「選択枝」が「素材」を兼ねるため，外見上は「問いかけ文」と「選択枝」で構成さ

れる．

【正解】③ 

【測ろうとする能力】 

L3（推論と推察）：内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力．

 不合理な論理に気付く能力をみる．

 対偶の知識を用いれば③を正答と判断できるが，対偶の知識がなくとも，不合

理な論理に気付くことが出来れば①，②，④を排除して正答を得ることが出来

る．

【素材（選択枝）の種類】 

  3つの単文の組． 

選択枝 

（素材を兼ねる） 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 
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[例 2 ] 
【問題の形式】基本形の応用① すべての設問に共通する「素材」を用いた組合せ

 冒頭の「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(b) （素材の内容に関

する説明）を持ち，3 つの設問に共通するものである．

 3 つの設問に共通する「素材」として，対話と地図が提示されている．

 問 1～問 3 のそれぞれにおいて，「問いかけ文」は機能(a) （形式に関する説明）と機

能(c) （答え方に関する説明）を持つ．「選択枝」は問 1～問 3 のそれぞれについて設定

される．

問いかけ文 

機能 (a) (b) 

問 1～問 3

に共通する

素材 

142



[例 2 ] 
【問題の形式】基本形の応用① すべての設問に共通する「素材」を用いた組合せ

 冒頭の「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(b) （素材の内容に関

する説明）を持ち，3 つの設問に共通するものである．

 3 つの設問に共通する「素材」として，対話と地図が提示されている．

 問 1～問 3 のそれぞれにおいて，「問いかけ文」は機能(a) （形式に関する説明）と機

能(c) （答え方に関する説明）を持つ．「選択枝」は問 1～問 3 のそれぞれについて設定

される．

問いかけ文 

機能 (a) (b) 

問 1～問 3

に共通する

素材 

【正解】 問 1（設問 7）①，問 2（設問 8）⑥，問 3（設問 9）② 

【測ろうとする能力】 

問 1 と問 2：L1（情報の把握）：文章から正しい情報を得る能力 
 対話の情報と地図を対応させて，情報を正確に読み取る能力をみる．

 対話から道路の名称と方角に関する情報を読み取って地図に適用すれば，施設の位置

を把握して正答を導くことが出来る．

問 3：L2（内容の理解）：文章の内容の意味的な理解や解釈を行う能力 
 各施設の位置を正確に把握したうえで，施設間の距離について考える能力をみる．

 問いかけ文の「最も近い」という表現が，直線距離と経路距離のどちらの意味で使わ

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

選択枝 

問1～問3に共通す

る素材 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

選択枝 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

選択枝 
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れているのか明示されていないが，ありうる意味の候補を考えて試してみることが期

待される．直線距離で考えても経路距離で考えても正答は一致する．

【素材の種類】 

対話（地図を含む）

 正答を得るのに必要な情報も不必要な情報も含む冗長な対話．冗長な対話の中から必

要な情報を把握する能力をみるための素材として用いている．

 対話にはやや難しい単語（「剪定」）が含まれているが，一部の単語の意味がわからな

くても，問題を解決するのに必要な情報（公園の中が通れないという情報）が読み取

れればよい．
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れているのか明示されていないが，ありうる意味の候補を考えて試してみることが期

待される．直線距離で考えても経路距離で考えても正答は一致する．

【素材の種類】 

対話（地図を含む）

 正答を得るのに必要な情報も不必要な情報も含む冗長な対話．冗長な対話の中から必

要な情報を把握する能力をみるための素材として用いている．

 対話にはやや難しい単語（「剪定」）が含まれているが，一部の単語の意味がわからな

くても，問題を解決するのに必要な情報（公園の中が通れないという情報）が読み取

れればよい．

[例 3] 
【問題の形式】基本形の応用① すべての設問に共通する「素材」を用いた組合せ

 冒頭の「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(b) （素材の内容に関

する説明）を持ち，3 つの設問に共通するものである．

 3 つの設問に共通する「素材」として，テキストが提示されている．

 問 1～問 3 のそれぞれにおいて，「問いかけ文」は機能(a) （形式に関する説明）と機

能(c) （答え方に関する説明）を持つ．「選択枝」は問 1～問 3 のそれぞれについて設定

される．

 問 3 では「素材」としてテキストが追加され，問 1～問 3 に共通する素材（テキスト）

とあわせて考えさせる設問になっている．

問いかけ文 

機能 (a) (b) 

問 1～問 3

に共通する

素材 
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【正解】 問 1（設問 13・14）①④，問 2（設問 15）①，問 3（設問 16）① 

【測ろうとする能力】 

問 1 と問 2：L1（情報の把握）：文章から正しい情報を得る能力 
 テキストの内容を正確に読み取って，選択枝（組成や相に関する短文）からテキスト

の内容と合致するものを選んだり，テキストの説明と合致する値（選択枝）を選んだ

りする能力をみる．

問 3：L3（推論と推察）：内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力 
 新たな現象（2 種類の地震波に関する現象）を提示し，本文に書かれたことがら以外に

どんな知識があればその現象が起きる理由を説明できるか考える能力をみる．

 各選択枝について，本文の説明だけでは足りない部分を補うものになり得るかを評価

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

選択枝 

選択枝 

選択枝 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

追加された

素材 
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する必要がある．知識だけで正答を得るのを避けるために，内容的には正しくても問 3
の正答にはならない選択枝を含んでいる．

【素材の種類】 

解説

 地球の内部構造について，「地学基礎」や「地学」を履修していなくても，新しい情報

を把握して，設問に解答できるように書かれている．

 既存の知識だけで正答を得ることがないよう，テキストを読んで考えさせるように作

成してある．

【正解】 問 1（設問 13・14）①④，問 2（設問 15）①，問 3（設問 16）① 

【測ろうとする能力】 

問 1 と問 2：L1（情報の把握）：文章から正しい情報を得る能力 
 テキストの内容を正確に読み取って，選択枝（組成や相に関する短文）からテキスト

の内容と合致するものを選んだり，テキストの説明と合致する値（選択枝）を選んだ

りする能力をみる．

問 3：L3（推論と推察）：内容の理解にとどまらず，推測，評価，判断等を行う能力 
 新たな現象（2 種類の地震波に関する現象）を提示し，本文に書かれたことがら以外に

どんな知識があればその現象が起きる理由を説明できるか考える能力をみる．

 各選択枝について，本文の説明だけでは足りない部分を補うものになり得るかを評価

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

選択枝 

選択枝 

選択枝 

問いかけ文 

機能 (a) (c) 

追加された

素材 
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[例 4 ] 
【問題の形式】基本形の応用② 複数の「設問」で共通する「選択枝」を用いた組合せ

 冒頭の「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(b) （素材の内容に関

する説明）と機能(c)（答え方に関する説明）を持つ．

 素材として英文と図が用いられており，図の中に 4 つの空欄（2 つの（ ? ）と空欄 17・
18）が設けられている．

 4 つの空欄のうちの空欄 17 と 18 に入る数を，共通する「選択枝」から選ぶ．

【正解】 設問 17 ⑤，設問 18 ⑧ 

【測ろうとする能力】 

設問 17：L2（内容の理解）：文章の内容の意味的な理解や解釈を行う能力 
 英文と図を対照させて，テキストの内容を理解する能力をみる

素材 

（英文と図） 

Figure 1 に 4

つの空欄が

設定されて

いる 

選択枝 

（空欄 17 と 18 に共通） 

問いかけ文 

機能 (a) (b) (c) 
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[例 4 ] 
【問題の形式】基本形の応用② 複数の「設問」で共通する「選択枝」を用いた組合せ

 冒頭の「問いかけ文」は，機能(a) （形式に関する説明）と機能(b) （素材の内容に関

する説明）と機能(c)（答え方に関する説明）を持つ．

 素材として英文と図が用いられており，図の中に 4 つの空欄（2 つの（ ? ）と空欄 17・
18）が設けられている．

 4 つの空欄のうちの空欄 17 と 18 に入る数を，共通する「選択枝」から選ぶ．

【正解】 設問 17 ⑤，設問 18 ⑧ 

【測ろうとする能力】 

設問 17：L2（内容の理解）：文章の内容の意味的な理解や解釈を行う能力 
 英文と図を対照させて，テキストの内容を理解する能力をみる

素材 

（英文と図） 

Figure 1 に 4

つの空欄が

設定されて

いる 

選択枝 

（空欄 17 と 18 に共通） 

問いかけ文 

機能 (a) (b) (c) 

 英文に従って 50 の事例を整理して示したのが Figure 1 であり，Figure 1 中の括弧

内には事例数が入ることを理解する必要がある．

 英文から，2 頭の雄鹿が「戦いを挑んだ(escalated fights)」のが 14 例であること，

そのうち，戦いの前に「うなり声をあげた」のが 8 例あることを読み取る必要があ

る．

 Figure 1 中に“Fight”が 2 箇所あること，approach が「うなり声をあげる場合(Roar
contest)」と「あげない場合(No roar contest)」に分かれることが読み取れれば，英

文の理解と合わせて，空欄 17 には「うなり声をあげて」から“Fight”に至った事例

数（8）を入れることが出来る．

設問 18：L2（内容の理解）：文章の内容の意味的な理解や解釈を行う能力 
 素材に含まれる情報を総合的に理解する能力をみる．

 Figure 1 中の 2 箇所の“Fight”の事例数の和が 14 であることが理解できれば，空欄

17 の事例数 8 を減ずることで，「うなり声をはりあげることなく」戦いに至った事

例数（14－8＝6）が求められる．その事例数（6）を No roar contest の事例数 17
から減ずることで，空欄 18 の事例数（11）を求めることが出来る（17－6＝11）．

【素材の種類】

論説

出典等：Maynard Smith, J. (1982). Evolution and the Theory of Games. Cambridge 
University Press.に記載の「群れをめぐる雄鹿の行動」に関する話題を参考に作成． 
 必要最低限の単語（“stag”と“withdraw”）には和訳を付している．
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3.2 数理分析力 
3.2.1 問題作成の基本方針 

大学での学びにつながる題材や受検者の興味を引く題材，あるいは日常的な題材などを

用いて，2.2 節で示した基礎的な能力 M1～M4 を問うようにする． 

(1) 問題中に，解答するのに必要な情報が含まれるようにする．

① 義務教育段階までの知識は前提としてよい．

② 以下のような出題は避ける．ただし，問題を読んで出題内容の理解や推測が可能で

あれば，出題してよい．

a) 特定の選択科目の履修を前提とした出題

b) 大学で学ぶような知識を前提とした出題

(2) 解答に必要な場合や理解を助ける必要がある場合には，資料を用いることができる．

ここで資料とは，表，グラフ，図，写真，史料，プログラム，流れ図，等をいう．

3.2.2 能力の問い方 
以下では，M1～M4 の能力の問い方の例をまとめる．これらに限らず，様々な問い方を

工夫するのが望ましい．また，問題作成の基本方針の項で述べたように，受検者に対して

想定する知識は義務教育段階までとするが，それ以外の知識に関しては，学部や学科の特

徴に応じて異なっていてよい．

(1) M1：数理的な表現･原理の理解

 義務教育段階までの算数・数学，および，高等学校 1 年程度までに履修する教科書

レベルの数学に関する設問は，原則として M1 と分類する．

 算数・数学の設問を解析，代数，幾何，確率，統計の 5 分野に分類する場合，

主として M1 に分類される設問は，解析，代数，幾何，確率などの分野に分

類されるものである．

 統計分野に関する設問のうち，計算問題の側面が強い設問は M1 とし，資料

を読み取った上で記述統計や推測統計の能力を問うことを中心とする設問は

下記の M3 とする．

 確率分野に関する設問のうち，計算問題の側面が強い設問は M1 とし，ルー

ル・法則性の理解を問う側面が強い設問は M2 に分類する．

 問題中で図を示す場合，M1 より深い理解が求められる設問は，M3 と分類する．

 例題：3.2.7 節例 1（数学 I・数学 A の小問集）
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3.2 数理分析力 
3.2.1 問題作成の基本方針 

大学での学びにつながる題材や受検者の興味を引く題材，あるいは日常的な題材などを

用いて，2.2 節で示した基礎的な能力 M1～M4 を問うようにする． 

(1) 問題中に，解答するのに必要な情報が含まれるようにする．

① 義務教育段階までの知識は前提としてよい．

② 以下のような出題は避ける．ただし，問題を読んで出題内容の理解や推測が可能で

あれば，出題してよい．

a) 特定の選択科目の履修を前提とした出題

b) 大学で学ぶような知識を前提とした出題

(2) 解答に必要な場合や理解を助ける必要がある場合には，資料を用いることができる．

ここで資料とは，表，グラフ，図，写真，史料，プログラム，流れ図，等をいう．

3.2.2 能力の問い方 
以下では，M1～M4 の能力の問い方の例をまとめる．これらに限らず，様々な問い方を

工夫するのが望ましい．また，問題作成の基本方針の項で述べたように，受検者に対して

想定する知識は義務教育段階までとするが，それ以外の知識に関しては，学部や学科の特

徴に応じて異なっていてよい．

(1) M1：数理的な表現･原理の理解

 義務教育段階までの算数・数学，および，高等学校 1 年程度までに履修する教科書

レベルの数学に関する設問は，原則として M1 と分類する．

 算数・数学の設問を解析，代数，幾何，確率，統計の 5 分野に分類する場合，

主として M1 に分類される設問は，解析，代数，幾何，確率などの分野に分

類されるものである．

 統計分野に関する設問のうち，計算問題の側面が強い設問は M1 とし，資料

を読み取った上で記述統計や推測統計の能力を問うことを中心とする設問は

下記の M3 とする．

 確率分野に関する設問のうち，計算問題の側面が強い設問は M1 とし，ルー

ル・法則性の理解を問う側面が強い設問は M2 に分類する．

 問題中で図を示す場合，M1 より深い理解が求められる設問は，M3 と分類する．

 例題：3.2.7 節例 1（数学 I・数学 A の小問集）

(2) M2：ルール･法則性の理解と適用

 問題中に与えられたルール・法則性の理解や適用のレベルとして，ひねりのない，

素直なものは M2 と分類する．M2 よりも深い理解や適用を問う設問は，下記の

M4 と分類する．

 算数・数学等の教科書に書かれている内容を理解し，その適用を問う問題は，上記

の M1 と分類する．また，算数・数学等の公式集や数表を与え，その理解と適用を

問う設問も M1 と分類する．

 例題：3.2.7 節例 2（漢数字表示の規則の理解），例 3（電子メールシステムの規則

の理解）

(3) M3：資料からの情報抽出･分析

 資料を読み取り，分析や解釈が必要とされる設問は，M3 と分類する．

 問題中に図表などの資料が含まれる場合に，必ずしも M3 と分類しない場合のある

ことに注意が必要である．例えば，三角比の表，常用対数表など，教科書の巻末に

与えられるような数表を用いて計算する設問は，M1 と分類する．

 表中の値を用いて平均や分散等を計算する設問は，M1 と分類する．

 例題：3.2.7 節例 4（平均点の推移表とその読み取り）

(4) M4：帰納的･演繹的推論の適用

 帰納的・演繹的な推論により，種々の現象・問題の把握や理解を問う設問は，M4
と分類する．

 問題中に与えられたルール・法則性の理解や適用を必要とする設問のうち，M2 よ

り深い理解や考察を求める設問は，M4 と分類する．

 M4 の能力を問う設問は，段階的な思考を要するため，大問の冒頭に配置するのは

避ける．

 例題：3.2.7 節例 5（文字列を模様で表すための規則の理解），例 6（地震の問題）

(5) 1 つの設問で複数の能力を問う例

 各設問と M1～M4 の能力分類の対応づけは，必ずしも 1 対 1 とは限らない．

 各設問と能力ラベルが 1 対 1 対応している場合は，設問ごとに測定する能力の切り

分けがしやすい．一方で，1 つの設問に複数の能力ラベルが付されている場合は，

限られた設問数で多角的な能力測定ができるという特徴がある．

 （M1 と M3 を問う例）3.2.7 節例 4（平均点の推移表とその読み取り）の設問[サ
シスセ]は，図表の読み取りと計算が求められる問題であり，M1 と M3 が付されて

いる．
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3.2.3 問題内容の分類 
作題者が作成した問題を問題冊子にまとめる際の参考情報とするため，各設問および各

大問は，下記の(1)，(2)の観点から分類する．また，(1)と(2)のそれぞれにおいて，バランス

を重視するか否かは，各大学の学部や学科の特徴に応じて選択すればよい．

(1) 測ろうとする能力に対応する分類

① M1（数理的な表現･原理の理解）に関わる問題

② M2（ルール･法則性の理解と適用）に関わる問題

③ M3（資料からの情報抽出･分析）に関わる問題

④ M4（帰納的･演繹的推論の適用）に関わる問題

注）各設問（3.2.4 節(3)項参照）には，１つ以上のラベル（M1～M4）をつける． 

(2) 出題領域による分類

① 自然科学領域の事象に関わる問題

② 数理・情報科学領域の事象に関わる問題

③ 人文科学領域の事象に関わる問題

④ 社会科学領域の事象に関わる問題

⑤ その他の領域の事象に関わる問題

3.2.4 問題の形式 
マークシート方式による解答を前提とし，解答用紙の制約を考慮した上で，下記の(1)～

(3)の形式により出題する．

(1) 資料の有無

① 資料を用いない問題

② 資料を用いる問題

(2) 出題の形式

① 空所補充：問題中の に適当な数字または記号を入れる問題．

② 多枝選択：問題中の に入る適当な選択枝を求める問題．
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3.2.3 問題内容の分類 
作題者が作成した問題を問題冊子にまとめる際の参考情報とするため，各設問および各

大問は，下記の(1)，(2)の観点から分類する．また，(1)と(2)のそれぞれにおいて，バランス

を重視するか否かは，各大学の学部や学科の特徴に応じて選択すればよい．

(1) 測ろうとする能力に対応する分類

① M1（数理的な表現･原理の理解）に関わる問題

② M2（ルール･法則性の理解と適用）に関わる問題

③ M3（資料からの情報抽出･分析）に関わる問題

④ M4（帰納的･演繹的推論の適用）に関わる問題

注）各設問（3.2.4 節(3)項参照）には，１つ以上のラベル（M1～M4）をつける． 

(2) 出題領域による分類

① 自然科学領域の事象に関わる問題

② 数理・情報科学領域の事象に関わる問題

③ 人文科学領域の事象に関わる問題

④ 社会科学領域の事象に関わる問題

⑤ その他の領域の事象に関わる問題

3.2.4 問題の形式 
マークシート方式による解答を前提とし，解答用紙の制約を考慮した上で，下記の(1)～

(3)の形式により出題する．

(1) 資料の有無

① 資料を用いない問題

② 資料を用いる問題

(2) 出題の形式

① 空所補充：問題中の に適当な数字または記号を入れる問題．

② 多枝選択：問題中の に入る適当な選択枝を求める問題．

(3) 問題形式の基本形

① 数字・記号を入れる場合（3.2.7 節 [例 1] 参照）

     例えば －９８．７

  例えば －６／５

  例えば ±４√３

② 選択枝を入れる場合（3.2.7 節 [例 2] 参照）

              例えば ２（選択枝②の意味） 

[注 1] １つの問題中に，①と②の基本形が，混在していてもよい（3.2.7 節 [例 4] 参照）． 
[注 2] 空所補充式，多枝選択式のいずれの出題形式を採用しても，解の一意性が保証される

よう留意する．

[注 3] 解答用紙（マークシート用紙）において，解答欄が不足しないようにする． 

3.2.5 解答用紙の作成 
解答用紙の紙幅の制約を考慮し，解答欄で使用する選択枝番号または数値等の文字の種

類を決定する．例えば，大学入試センター試験の「数学①」と「数学②」の解答欄では，

次の文字の使用が可能である．

 数学①：記号(-，±)，数字（0～9）

 数学②：記号(-)，数字（0～9），英字（a，b，c，d）

問題文（資料のある場合には，その説明を含むこと）

・・・・は，アイウ．エ である．←[１つの設問] 

カキ
・・・・は，―――である．←[１つの設問]

ク

・・・・は，サシ√ス である．←[１つの設問] 

資料（必ずしも必要なし）

（表，グラフ，図，写真，

プログラム，流れ図，等）

問題文（資料のある場合には，その説明を含むこと）

・・・・・ タ ・・・・・←[１つの設問]

選択枝（必須）

①××  ②○○  ③△△ ・・・・

資料（必ずしも必要なし）

（表，グラフ，図，写真，

プログラム，流れ図，等）
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3.2.6 問題冊子の編集 
(1) 3.2.4 節(3)で示した問題形式の基本形を組み合わせて，問題冊子を構成する．

(2) 問題数は，解答時間内に想定する受検者が解き終わる分量を目安とする．

(3) 入学後の学修に必要な能力として特に重視する点や入学後に学ぶ分野などを考慮して，

次のような観点から冊子全体の構成を考える．

 能力のラベル（M1～M4）：バランスを重視するか／特定のラベルを重視するか

 出題領域：バランスを重視するか／特定の領域を重視するか

 問題の形式：バランスを重視するか／特定の形式を重視するか

(4) 試験の実施および解答に必要な注意事項を問題冊子の表紙・裏表紙等にまとめる．

 解答上の注意の例

 解答欄への記入方法

 符号（-，±），数字，文字列の記入方法

 分数形の解答方法（符号をつける位置，既約分数）

 小数の解答方法

 根号を含む場合での解答方法

3.2.7 例題集：問題の分類例 
以下では，問題の分類例をまとめる．分類例には，大学入試センター試験の問題のうち，

数理分析力試験で測ろうとする M1～M4 の能力の枠組みに合致すると考えられるものも含

めている．

問題の内容 ラベル 出典

例 1 数学 I・数学 A の小問集： 
数と式，連立不等式，2 次関数， 
三角比，確率

M1 オリジナル

例 2 漢数字表示の規則の理解 M2 情報関係基礎 2010（H22）年

本試験，第 3 問，問 1 
例 3 電子メールシステムの規則の理解 M2 情報関係基礎 2008（H20）年

本試験，第 1 問，問 3 
例 4 平均点の推移とその読み取り M3，M1 オリジナル

例 5 文字列を模様で表すための規則の理解 M2，M4 情報関係基礎 2009（H21）年

本試験，第 1 問，問 3 
例 6 地震の問題 M1，M2， 

M3，M4 
工業数理基礎 2010（H22）年

本試験，第 2 問，問 1 
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3.2.6 問題冊子の編集 
(1) 3.2.4 節(3)で示した問題形式の基本形を組み合わせて，問題冊子を構成する．

(2) 問題数は，解答時間内に想定する受検者が解き終わる分量を目安とする．

(3) 入学後の学修に必要な能力として特に重視する点や入学後に学ぶ分野などを考慮して，

次のような観点から冊子全体の構成を考える．

 能力のラベル（M1～M4）：バランスを重視するか／特定のラベルを重視するか

 出題領域：バランスを重視するか／特定の領域を重視するか

 問題の形式：バランスを重視するか／特定の形式を重視するか

(4) 試験の実施および解答に必要な注意事項を問題冊子の表紙・裏表紙等にまとめる．

 解答上の注意の例

 解答欄への記入方法

 符号（-，±），数字，文字列の記入方法

 分数形の解答方法（符号をつける位置，既約分数）

 小数の解答方法

 根号を含む場合での解答方法

3.2.7 例題集：問題の分類例 
以下では，問題の分類例をまとめる．分類例には，大学入試センター試験の問題のうち，

数理分析力試験で測ろうとする M1～M4 の能力の枠組みに合致すると考えられるものも含

めている．

問題の内容 ラベル 出典

例 1 数学 I・数学 A の小問集： 
数と式，連立不等式，2 次関数， 
三角比，確率

M1 オリジナル

例 2 漢数字表示の規則の理解 M2 情報関係基礎 2010（H22）年

本試験，第 3 問，問 1 
例 3 電子メールシステムの規則の理解 M2 情報関係基礎 2008（H20）年

本試験，第 1 問，問 3 
例 4 平均点の推移とその読み取り M3，M1 オリジナル

例 5 文字列を模様で表すための規則の理解 M2，M4 情報関係基礎 2009（H21）年

本試験，第 1 問，問 3 
例 6 地震の問題 M1，M2， 

M3，M4 
工業数理基礎 2010（H22）年

本試験，第 2 問，問 1 

[例 1] 数学 I・数学 A の小問集：数と式，連立不等式，2 次関数，三角比，確率（M1） 

【正解】

設問ア：⑥  設問[イウ]：２３  設問エ：③  設問オ：⑧

設問カ：④  設問キ：④ 設問ク：③  設問[ケコ]：１１ 
設問[サシスセソ]：０５３１７ 設問[タチツ]：６３８ 
設問[テトナ]：８８１ 
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【測ろうとする能力】

設問ア，[イウ]：数と式に関する問題なので，M1． 

設問エ，オ，カ：連立不等式に関する問題なので，M1． 

設問キ，ク，[ケコ]：2 次関数に関する問題なので，M1． 

設問[サシスセソ]，[タチツ]：三角比に関する問題なので，M1． 

設問[テトナ]：確率の計算に関する問題なので，M1． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

ア，[イウ]，エ，オ，カ，キ，ク，[ケコ]，[テトナ]は，資料を用いない問題

[サシスセソ]，[タチツ]は，資料（三角比の表，塔の図）を用いる問題

【出題の形式】

ア，[イウ]，エ，オ，カ，キ，ク，[ケコ]，[サシスセソ]，[タチツ]は，いずれも適当な

数字を入れる問題（空所補充）

【備考】

(4)で必要となる三角比の表は，問題冊子に収録している．
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【測ろうとする能力】

設問ア，[イウ]：数と式に関する問題なので，M1． 

設問エ，オ，カ：連立不等式に関する問題なので，M1． 

設問キ，ク，[ケコ]：2 次関数に関する問題なので，M1． 

設問[サシスセソ]，[タチツ]：三角比に関する問題なので，M1． 

設問[テトナ]：確率の計算に関する問題なので，M1． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

ア，[イウ]，エ，オ，カ，キ，ク，[ケコ]，[テトナ]は，資料を用いない問題

[サシスセソ]，[タチツ]は，資料（三角比の表，塔の図）を用いる問題

【出題の形式】

ア，[イウ]，エ，オ，カ，キ，ク，[ケコ]，[サシスセソ]，[タチツ]は，いずれも適当な

数字を入れる問題（空所補充）

【備考】

(4)で必要となる三角比の表は，問題冊子に収録している．

[例 2] 漢数字表示の規則の理解（M2） 
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【正解】

設問ア：○0  設問イ：⑤  設問ウ：③  設問エ：④

【測ろうとする能力】

設問ア：表 1 の表示例から，「何も表示されない」ことが分かるので，M2． 

設問イ：表 1 の表示例から，「その桁の位を表す文字のみを漢字で表示する」ことが分

かるので，M2． 

設問ウ：表 1 の表示例から，「その桁の数字のみを漢字で表示する」ことが分かるので，

M2． 

設問エ：表 1 の表示例から，「その桁の数字と位を表す文字を漢字で表示する」ことが

分かるので，M2． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウ，エとも，適当な選択枝を求める問題
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【正解】

設問ア：○0  設問イ：⑤  設問ウ：③  設問エ：④

【測ろうとする能力】

設問ア：表 1 の表示例から，「何も表示されない」ことが分かるので，M2． 

設問イ：表 1 の表示例から，「その桁の位を表す文字のみを漢字で表示する」ことが分

かるので，M2． 

設問ウ：表 1 の表示例から，「その桁の数字のみを漢字で表示する」ことが分かるので，

M2． 

設問エ：表 1 の表示例から，「その桁の数字と位を表す文字を漢字で表示する」ことが

分かるので，M2． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウ，エとも，適当な選択枝を求める問題

[例 3] 電子メールシステムの規則の理解（M2） 
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【正解】

設問ア：① 設問イ：②  設問ウ：②  設問エ：③
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【正解】

設問ア：① 設問イ：②  設問ウ：②  設問エ：③

【測ろうとする能力】

設問ア：問題文中のルールから，C は B と C に送信されたことは分かるが，D に送信

されたかどうかは分からないので，M2． 

設問イ：問題文中のルールから，C のアドレスは通知されないが，A，B，D のアドレ

スは通知されることが分かるので，M2．

設問ウ：問題文中のルールから，○0 では B と C と D が，①では B と C が，③では B
と C と D が，互いにアドレスが分かるので，M2． 

設問エ：問題文中のルールから，D は bcc 先であるため，D には返信が行われないこ

とが分かるので，M2． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウ，エとも，適当な選択枝を求める問題
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[例 4] 平均点の推移とその読み取り（M3，M1） 
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[例 4] 平均点の推移とその読み取り（M3，M1） 

【正解】

設問ア：⑤  設問イ：③  設問ウ：①  設問[エオカキ]：２００６ 
設問[クケコ]：１１６ 設問[サシスセ]：２０１１ 設問[ソタ]：４９ 

【測ろうとする能力】

設問ア，イ，ウ：図 1 において，3 種類の折れ線の変動を読み取り，表 1 の中から読み

取り結果と合致する科目を選べばよいため，M3． 

設問[エオカキ]： 3 科目の平均点の範囲（＝最大値－最小値）の最大値は，図 1 から

容易に読み取れる問題であるため，M3． 

設問[クケコ]：設問[エオカキ]で読み取った年度の平均点の範囲を表 1 の値を用いて計

算すればよいため，M1 と M3． 

設問[サシスセ]：3 科目の平均点の範囲の最小値に関しては，図 1 の読み取りだけでな

く，表 1 に基づく計算も必要であり，M1 と M3． 

設問[ソタ]：表 1 の値を用いて範囲の計算をするため，M1． 

【出題領域】

その他の領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウは，適当な選択枝を求める問題（多枝選択）

[エオカキ]，[クケコ]，[サシスセ]，[ソタ]は，適当な数字を入れる問題（空所補充）
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[例 5] 文字列を模様で表すための規則の理解（M2，M4） 
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[例 5] 文字列を模様で表すための規則の理解（M2，M4） 

【正解】

設問ア：④  設問イ：⑦  設問ウ：○0
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【測ろうとする能力】

設問ア：問題の模様の各列を，左から，図 1 の各文字のパターンと対応させて考えれ

ばよいので，M2． 

設問イ：解答を得るためには，以下に挙げる推論が必要である．問題中に与えられて

いるルールを適用すると，

 sakurasaku! は 11 文字であるので，残りの 10 列には * が入る

ということが分かる．もしこの点のみを問うのであれば M2 の問題であるが，

さらに，問題中に与えられているルールを繰り返し適用し，

 180°回転させた模様では，左から 10 列が * となる

 また，左から 11 列目は，「!」に対応するパターンの上下を逆さにしたパタ

ーンである「x」となる

 以下同様に考えると，文字列「ukasarukas」に対応するパターンを逆さに

したパターンは「fkajarfkaj」となる

ということも理解する必要がある．したがって，M2 よりも深い考察が求めら

れる問題であるため，M4． 

設問ウ：解答を得るためには，問題中に与えられているルールをもとに，次のような

推論が必要とされる．

 ある模様の左右が逆になった場合，左から（または右から）11 番目の列の

位置は変化しない

 したがって，○0E

Aのように「文字列の左から 11 個目は必ず ! とする」と約

束しておき，「文字列の左から 11 個目が !」と読めれば，それは“上下が正

しい向き”に置かれていることになる 
 また，設問イより，「文字列の左から 11 個目が x」と読めれば，それは“上

下が逆になった向き”に置かれていることになり，模様の向きが認識できる

したがって，M2 よりも深い考察が求められる問題であるため，M4． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウは，適当な選択枝を求める問題（多枝選択）
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【測ろうとする能力】

設問ア：問題の模様の各列を，左から，図 1 の各文字のパターンと対応させて考えれ

ばよいので，M2． 

設問イ：解答を得るためには，以下に挙げる推論が必要である．問題中に与えられて

いるルールを適用すると，

 sakurasaku! は 11 文字であるので，残りの 10 列には * が入る

ということが分かる．もしこの点のみを問うのであれば M2 の問題であるが，

さらに，問題中に与えられているルールを繰り返し適用し，

 180°回転させた模様では，左から 10 列が * となる

 また，左から 11 列目は，「!」に対応するパターンの上下を逆さにしたパタ

ーンである「x」となる

 以下同様に考えると，文字列「ukasarukas」に対応するパターンを逆さに

したパターンは「fkajarfkaj」となる

ということも理解する必要がある．したがって，M2 よりも深い考察が求めら

れる問題であるため，M4． 

設問ウ：解答を得るためには，問題中に与えられているルールをもとに，次のような

推論が必要とされる．

 ある模様の左右が逆になった場合，左から（または右から）11 番目の列の

位置は変化しない

 したがって，○0E

Aのように「文字列の左から 11 個目は必ず ! とする」と約

束しておき，「文字列の左から 11 個目が !」と読めれば，それは“上下が正

しい向き”に置かれていることになる 
 また，設問イより，「文字列の左から 11 個目が x」と読めれば，それは“上

下が逆になった向き”に置かれていることになり，模様の向きが認識できる

したがって，M2 よりも深い考察が求められる問題であるため，M4． 

【出題領域】

数理・情報科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウは，適当な選択枝を求める問題（多枝選択）

[例 6] 地震の問題（M1，M2，M3，M4） 
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【正解】

設問ア：②   設問イ：③   設問ウ：⑤  設問[エオ]：３０ 
設問カ：⑧   設問キ：④  設問[クケ]：１８ 
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【正解】

設問ア：②   設問イ：③   設問ウ：⑤  設問[エオ]：３０ 
設問カ：⑧   設問キ：④  設問[クケ]：１８ 

【測ろうとする能力】

設問 ア ： 距離÷速度から時間を求める問題なので，M1．

設問 イ ： 距離÷速度から時間を求める問題なので，M1．

設問 ウ ： 分数式を変形する問題なので，M1．

設問[エオ] ： 設問ウで求めた式に数値を代入して解答を求める問題なので，M1． 

設問 カ ： 球と平面（地表面）との交わりが円になること，2 つの球の中心を通

る平面（地表面）上の 2 つの円の交点を通る直線を含み，その平面（地

表面）に垂直な平面上に震源があること，第 3 の球についても同様な

ことが成り立ち，したがって地表面上の 2 つの交線の交点が震央とな

ることを理解し，三平方の定理を適用する問題．

図 1 を見て三平方の定理を適用すれば答が得られる問題なので，M1
および M3． 
もし，図 1 がなければ，かなり難しい M2 および M4 の問題になる． 

設問 キ ： 設問ウの結果を用いてＡ，Ｂ，Ｃの 3 地点からの距離を計算し，各地

点において描くべき円を求める．次に 3 つの内の 2 つの円の交線を求

め，2 つの交線の交点を求める問題なので，M2，M3，M4． 

設問[クケ] ： 設問ウおよび設問カで求めた式に数値を代入して解答を求める問題な

ので，M1． 

【出題領域】

自然科学領域の事象に関わる問題

【資料の有無】

資料を用いる問題

【出題の形式】

ア，イ，ウ，カ，キは，適当な選択枝を求める問題（多枝選択）

[エオ]，[クケ]は，適当な数字を入れる問題（空所補充）
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3.3 問題のレビューと問題冊子の編集 
 本節では，言語運用力及び数理分析力の両方に共通する内容として，問題のレビューと

問題冊子の編集に関して考慮すべき事項をとりあげる．

 問題冊子は，作成された問題を組み合わせて編集されるが，編集の前に，各問題の題意

が伝わるように作成されているか，試験の目的に沿った内容であるか等を確認するために，

問題のレビューを行う．問題として適切なものにするためにレビューの過程は必須である．

問題のレビューや問題冊子の編集作業は，最終的な問題冊子ができあがるまでに必要に応

じて複数回繰り返して行う．

3.3.1 問題のレビュー 
 問題のレビューでは，各問題の題意が伝わるように作成されているか，試験の目的に沿

った内容であるか等を確認する．レビューは，作題者以外の者を含む複数のメンバーで行

うことが望ましい．

問題のレビューにおいて考慮すべき事項の例を(1)～(4)に示す．これらの例に限らず，様々

な面から検討を行うことが重要である．

(1) 出題意図が試験の目的に合致しているか

 測ろうとする能力のラベルに対応しているか．

(2) 問題の題意（何が問われているのか）が伝わるように作成されているか

 作題者の意図と違った解釈をされる恐れがないか．

 問題の説明は受検者にとって十分に分かりやすいか．不注意による誤りをできるだけ

誘わないようにする．

 正答が一意に定まるかどうか．立場や読み方が違っても，作題者が想定した正答が得

られることを確認する．

 すべての選択枝をもっともらしいものにする．測ろうとする能力を用いなくても，選

択枝だけでその選択枝が正答か誤答かの判断ができるようなものは避ける．

 問題への答え方を複雑にしない．

 問題の表現が適切であるか．

 文法や句読点，漢字等，正確な表現を用いる．

 できるだけ肯定的な問いかけにする（例：「合致するものを選べ」）．否定表現を使

う場合には太字にするなど注意を喚起するのが望ましい（例：「合致しないものを

選べ」）．

(3) 問題の並び順に配慮しているか

 一つの問題が複数の小問から構成されている場合，簡単な問題から難しい問題へと並

べることが望ましい．連動する問題（前の問題の答を利用して次の問題を解く問題）

では特に注意する．

(4) 問題の内容が適切であるか

 社会的に不適切な内容を含まないか．例えば，教育上望ましくないもの，特定のグル
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3.3 問題のレビューと問題冊子の編集 
 本節では，言語運用力及び数理分析力の両方に共通する内容として，問題のレビューと

問題冊子の編集に関して考慮すべき事項をとりあげる．

 問題冊子は，作成された問題を組み合わせて編集されるが，編集の前に，各問題の題意

が伝わるように作成されているか，試験の目的に沿った内容であるか等を確認するために，

問題のレビューを行う．問題として適切なものにするためにレビューの過程は必須である．

問題のレビューや問題冊子の編集作業は，最終的な問題冊子ができあがるまでに必要に応

じて複数回繰り返して行う．

3.3.1 問題のレビュー 
 問題のレビューでは，各問題の題意が伝わるように作成されているか，試験の目的に沿

った内容であるか等を確認する．レビューは，作題者以外の者を含む複数のメンバーで行

うことが望ましい．

問題のレビューにおいて考慮すべき事項の例を(1)～(4)に示す．これらの例に限らず，様々

な面から検討を行うことが重要である．

(1) 出題意図が試験の目的に合致しているか

 測ろうとする能力のラベルに対応しているか．

(2) 問題の題意（何が問われているのか）が伝わるように作成されているか

 作題者の意図と違った解釈をされる恐れがないか．

 問題の説明は受検者にとって十分に分かりやすいか．不注意による誤りをできるだけ

誘わないようにする．

 正答が一意に定まるかどうか．立場や読み方が違っても，作題者が想定した正答が得

られることを確認する．

 すべての選択枝をもっともらしいものにする．測ろうとする能力を用いなくても，選

択枝だけでその選択枝が正答か誤答かの判断ができるようなものは避ける．

 問題への答え方を複雑にしない．

 問題の表現が適切であるか．

 文法や句読点，漢字等，正確な表現を用いる．

 できるだけ肯定的な問いかけにする（例：「合致するものを選べ」）．否定表現を使

う場合には太字にするなど注意を喚起するのが望ましい（例：「合致しないものを

選べ」）．

(3) 問題の並び順に配慮しているか

 一つの問題が複数の小問から構成されている場合，簡単な問題から難しい問題へと並

べることが望ましい．連動する問題（前の問題の答を利用して次の問題を解く問題）

では特に注意する．

(4) 問題の内容が適切であるか

 社会的に不適切な内容を含まないか．例えば，教育上望ましくないもの，特定のグル

ープを批判するようなものなどは避ける．

 特定の受検者に有利あるいは不利になるような問題は作らない．

3.3.2 問題冊子の編集と正解表の作成 
作成された問題を組み合わせて問題冊子を編集する．編集された問題冊子が冊子全体と

して適切であるかどうかの確認を行う．確認は複数人で行うことが望ましい．問題冊子の

編集において考慮すべき事項の例を(1)～(3)に示す．これらの例に限らず，様々な面から検

討を行うことが重要である．

また，問題冊子の編集と合わせて，正解表の作成を行う．正解表の作成において考慮す

べき事項の例を(4)に示す． 

(1) 問題冊子の構成

入学後の学修に必要な能力として特に重視する点や，入学後の学びへの接続を考慮して，

問題冊子を編集する．どのような構成にするかについて留意する観点の例を次に示す．

 能力のラベル：バランスを重視するか／特定のラベルを重視するか．

 問題の内容：様々な題材・素材を扱うか／特定の題材・素材を扱うか．

 問題の重複：問題同士が互いにヒントになるような重複は避ける．

 問題の分量：短い問題と長い問題のバランスを取るか／特定の分量の問題でそろ

えるか．

(2) 分量や難度

 受検者が真面目に取り組んだ際にすべての問題を解き終わるように，問題の分量と解

答時間を設定する．解くスピードを重視する試験にならないように注意する．

 問題冊子に収録する問題の難度を設定する際には，試験の結果（得点）をどのように

用いるかを考慮する必要がある．試験の結果の利用例を次に示す．

 受検者の基本的学力の確認に用いるのか（高得点者が多くなってもよいのか）．

 受検者間の能力を識別するのに用いるのか（得点の差がつく試験にするのか）．

(3) 体裁

 問題冊子全体としての統一感が出るようにする．文体（例えば，「ですます」調か「で

ある」調か）や言い回し（例えば，「～を選べ」とするか「～を選びなさい」とするか）

などはできる限り統一する．

 読みやすいレイアウトにする．例えば，一つの問題は見開きで収まるようにし，ペー

ジをまたがないようにする．

(4) 正解表の作成

問題冊子の編集に合わせて，各設問の正答と配点を一覧表の形式でまとめる．

 大問，中問，小問の階層構造が分かりやすいようにまとめる．

 複数の設問を組み合わせて採点する場合は，得点の与え方について紛れのないように

注意を与える．得点の与え方について留意する観点の例を次に示す．
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 複数の設問の解答がすべて正しい場合のみ得点を与えるのか，一部だけ正しい場

合にも得点を与えるのか．

 選択枝の中から複数の解答を選ぶ場合に，選ぶ順序を問うかどうか．

 正答選択枝以外の解答にも得点を与える場合は，どの解答の場合に何点を与えるかを

明示する．
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